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「自然の中で楽しい学習を 二」 と、高萩青

年会議所（鈴木淳一理事長）では、 さる、 7月

9日花貫溪谷小滝沢キャンプ．場で、多賀地区の

少数学級合同学習を開きました。

この催しは、多賀地区教育研究会や市手をつ

なぐ．親の会も協力し、毎年行っています。

今年は、林間学習で、 キャンプ場の川の一部

分をせき止めて、マスを放流し素手で魚とりを

したり、飯ごう炊はんなどをして、マスの塩焼

きやバーベキューを食べ楽しい一日を過ごしま

した。

理事長の鈴木さんは「宿舎を利用した学習も

行っていますが、やはり自然の中での野外活動

はいいですね。 キャンプ場の設備も整っていま

すから、みんなに喜んでいただけたと思います

よ。 ，と成果を一言。

青年会議所では、 この学習会を、今後も続け

て行うことになっています。

冑
年
会
議
所
が
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テレホンサービス「市政案内」は(3) 1151 . 1 152です
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々、まぎ第257号昭和56年8月5日市報た力坐

り、

｜
人
一
日
の
給
水
量

昨
年
は
畑
リ
ッ
ト
ル

い
ま
、
わ
た
し
た
ち
は
、
家
庭
で
ど

の
く
ら
い
の
水
を
使
っ
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。

昭
和
五
十
年
の
全
国
平
均
で
み
ま
す

と
、
一
人
一
日
当
た
り
、
百
七
十
五
リ

ッ
ト
ル
で
、
ビ
ー
ル
び
ん
に
換
算
し
ま

す
と
約
二
百
七
十
六
本
分
に
相
当
し
ま

す
。

当
市
を
み
て
み
ま
す
と
、
昭
和
四
十

八
年
の
一
日
一
人
当
た
り
平
均
給
水
量

は
、
二
百
十
リ
ッ
ト
ル
で
、
翌
四
十
九

十

… ＝

》

水
は
、
わ
た
し
た
ち
の
吾
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
大
切
な
〃
生
命
の
源
″
で
あ

る
こ
と
は
、
い
ま
さ
ら
三
つ
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

》

水
道
の
水
が
止
ま
っ
た
ら
、
家
庭
で
、
学
校
で
、
病
院
で
、
工
場
で

わ
た

し
た
ち
の
生
活
は
い
た
る
と
こ
ろ
で
立
ち
往
生
し
示
す
。

壹
場
は
、

年
の
う
ち
で
最
も
水
を
多
く
使
う
季
節
で
す
。
い
ま

度
、
蟇

ら
し
の
中
の
水
の
大
切
さ
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

〃
生
命
の
源
〃
水
を

ノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノ

､

年
に
は
、
百
七
十
八
リ
ッ
ト
ル
と
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
家
庭
用
水
の
需
要
が
増
え

て
き
た
こ
と
や
、
給
水
人
口
が
増
え
て

き
た
こ
と
も
あ
っ
て
昭
和
五
十
三
年
に

は
、
二
百
九
十
七
リ
ッ
ト
ル
と
約
三
百

リ
ッ
ト
ル
の
水
を
使
用
し
、
昨
年
五
十

五
年
は
、
二
百
七
十
九
リ
ッ
ト
ル
の
水

の
給
水
量
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
水
道
の
水
に
は
限
り
が
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
ダ
ム
に
よ
る
水
資

源
の
開
発
に
は
、
水
資
源
地
の
人
び
と

の
協
力
、
多
額
の
建
設
費
、
長
い
歳
月

が
必
要
で
す
。

つ
く
ら
れ
る
水
道
の
水

い
ま
こ

一
）
マ

そ
、
わ
た
し
た
ち
は
、
ふ
だ
ん
の
生
活

の
中
で
ム
ダ
の
な
い
合
理
的
な
水
利
用

を
実
践
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
が
毎
日
使
っ
て
い
る
水

道
の
水
は
、
花
貫
川
か
ら
く
る
水
で
、

こ
れ
を
道
水
管
に
よ
っ
て
浄
水
場
に
は

こ
び
、
き
れ
い
に
し
た
あ
と
塩
素
で
消

毒
し
、
水
道
管
を
通
っ
て
各
家
庭
の
み

な
さ
ん
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

で
す
か
ら
水
道
の
水
は
、
自
然
の
水

で
も
な
け
れ
ば
、
限
り
な
く
あ
る
も
の

水
道
の
水
は

手
間
と
費
用
を
か
け
て

を
み
ま
す
と
、
昭
和
四
十
八
年
か
ら
の

給
水
人
口
は
、
四
千
六
百
七
十
六
人
で
、

人
口
三
万
一
千
九
百
四
十
五
人
に
対
し

て
わ
ず
か
一
四
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
普

及
率
で
し
た
が
、
昭
和
五
十
年
に
は
給

水
人
口
も
一
万
一
千
七
百
十
三
人
と
一

万
人
を
超
え
三
六
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
の

普
及
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
昨
年
の
五
十
五
年
に
は
、

一
万
八
千
三
百
人
の
給
水
人
口
で
、
五

五
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
普
及
率
と
な
り

二
人
に
一
人
は
、
市
の
水
道
を
利
用
し

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

給
水
世
帯
は
、
四
十
八
年
が
一
千
二

百
八
十
三
世
帯
だ
っ
た
の
に
対
し
五
十

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
自
然
の
水
に
い
ろ

い
ろ
な
手
間
と
費
用
を
か
け
た
製
品
な

の
で
す
。

二
人
に
一
人
は
給
水

弱
・
３
％
の
普
及
率

ヨ
市
の
水
道
普
及
の
状
況
（
別
表
）

（
）

鯵
簿
簿
懲
幽

沖
繩
の
給
水
制
限
な
ど
現
実
的
な
水
の

問
題
が
で
て
い
る
が
、
そ
の
点
、
高
萩

は
水
に
は
大
へ
ん
恵
ま
れ
て
い
る
と
思

う
。
現
在
地
下
水
だ
け
を
利
用
し
て
い

る
が
、
近
い
う
ち
に
上
水
道
に
す
る
つ

も
り
で
す
。
な
ん
と
い
っ
て
も
清
潔
面

を
考
え
る
と
上
水
道
で
な
け
れ
ば
、
安

心
で
き
ま
せ
ん
。

地
震
や
火
災
の
非
常
時
に
、
一
番
大
切

な
の
は
、
ま
ず
水
で
す
か
ら
、
常
日
頃
か
ら
、

水
の
確
保
に
は
気
を
配
っ
て
い
ま
す
。

時
期
の
お
勝
手
し
ご
と
と
お
風
呂
の
水

で
あ
り
ま
す
か
ら
、
や
は
り
、
こ
の
時

間
に
節
水
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
水
洗
は
、
因
と
⑯
が
あ
る
が
、

つ
ね
に
④
だ
け
を
使
っ
て
、
節
水
に
心

が
け
て
い
ま
す
。

水
の
大
切
さ
を
最
近
、
特
に
感
じ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
高
萩
に
は
、
花

貫
ダ
ム
が
あ
り
ま
す
が
、
ダ
ム
な
ど
を

た
く
さ
ん
作
っ
て
、
将
来
に
お
け
る
、

水
不
足
な
ど
に
、
い
ま
か
ら
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

中
沢
み
ど
り

さ
ん

新
聞
な
ど
を

み
る
と
、
最
近

星
野
文
恵

さ
ん

水
を
一
番
使

う
の
は
、
夕
方
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生
活
水
準
の
向
上
で

増
え
る
水
の
量

近
ご
ろ
の
よ
う
に
、
生
活
水
準
が
向

上
し
て
き
ま
す
と
、
使
う
水
の
量
も
ど

ん
ど
ん
増
え
て
き
ま
す
し
、
使
わ
れ
る

用
途
も
、
飲
み
水
、
炊
事
、
洗
た
く
、

入
浴
の
ほ
か
、
水
洗
ト
イ
レ
、
冷
暖
房

な
ど
と
ひ
ろ
が
っ
て
き
ま
す
。

ま
た
、
学
校
や
会
社
、
工
場
、
大
き

な
ビ
ル
、
あ
る
い
は
病
院
、
鉄
道
な
ど

で
も
た
く
さ
ん
の
水
が
使
わ
れ
て
い
ま

五
年
に
は
、
五
千
三
頁
一

八
年
間
で
約
五
倍
に
な
っ

市上水道給水量の推移（ 1日当り平均）

［
108

I

十
六
世
帯
と

て
い
ま
す
。

48 49 50 51 52 53 54 55
年度

市上水道の普及状況

口園
こ
の
よ
う
な
た
く
さ
ん
の
水
が
使
わ

れ
れ
ば
、
毎
日
の
水
を
確
保
す
る
こ
と

が
大
変
な
仕
事
に
な
っ
て
く
る
の
は
当

然
の
こ
と
で
す
。

経
済
的
に
は

水
の
再
利
用
も

当
市
の
四
人
家
族
の
一
般
家
庭
の
一

か
月
平
均
の
水
道
料
金
が
一
千
七
百
六

十
円
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
水
が
高

い
か
安
い
か
は
、
そ
の
使
い
方
に
よ
る

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
水
は
、
ダ
ダ
で
は
な
く
「
貴
重
な

も
の
」
な
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
水
の
大
切
さ
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年度
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を
頭
の
中
で
は
理
解
し
て
い
て
も
、
ふ

だ
ん
の
生
活
で
は
ま
だ
ま
だ
ム
ダ
に
水

を
使
っ
て
い
る
面
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
庭
の
ま
き
水
や
洗
た
く
な
ど
は
、

(昭和50年実績、
60年･65年は推計1人1日当たり家庭用水の使用量と用途別内訳
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洗剤を落とし、ためす
すぎ〃をしましょう。
「脱水2分→ためすすぎ
1分｣を2回繰り

ツさらに脱水すれ
、ば十分です。

:｜手｜トー
1-ﾉ○､Lﾉd､-ノo

分→ためすすぎ
2回繰り返

シ|水すれ
千です

鱒統弓,入
なしのホース洗い

はやめ、バケツな
どに水をくんで洗

呈いましょう。 ノ

瀧260’瀧236’

壗認
6‘3％

弓(泳ぐ／

網75‘
へ一三”

網75‘
へ一三” ＝

除､散水笹

6．6％ 掃除､散水2
／6.1％

/司
洗たく

30"2%

冷
弛
恥

水
ト
ー〉/旬

洗たく

27．2％

蛎
舞 』一8．4

イ
％
ト
６
洗
私

水
Ｌ
Ｎ斑8＃

手洗･洗面
飲食

22．1％

0 回 風
呂
に
使
っ
た
水
を
再
び
使
う
な
ど
し

て
、
経
済
的
な
水
の
利
用
を
考
え
て
み

た
い
も
の
で
す
。

み
な
き
ん
も
水
の
利
用
に
一
考
を

一

函 洗たく

25．7％
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り
に
使
い
、
す
す
ぎ
は
、
風
呂
の
あ
ま

り
水
を
利
用
し
、
節
水
に
気
を
つ
け
て

い
ま
す
。
省
エ
ネ
時
代
に
入
っ
て
、
節

水
や
節
電
な
ど
さ
わ
が
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
は
当
然
の
こ
と
で
、
日
常
生
活

の
な
か
で
、
私
な
り
に
い
ろ
い
ろ
と
工

夫
し
て
い
ま
す
。
生
活
費
の
削
減
に
も

な
る
こ
と
で
す
か
ら
．
：
…
。

ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
地
域
活
動
を
通
し

て
、
一
人
で
は
、
気
づ
か
な
い
こ
と
を
、

皆
さ
ん
と
話
し
合
い
す
る
こ
と
に
よ
り
、

知
恵
を
出
し
合
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
節

水
や
節
電
に
つ
と
め
て
い
き
た
い
。

織
鍵
》
灘
》
ふ
入
れ
て
、
そ
れ

を
バ
ケ
ツ
で
く
み
と
り
、
そ
の
水
を
利

用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
予
備

水
と
い
う
か
、
た
め
水
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。
一
番
身
近
な
も

の
は
、
何
人
と
い
っ
て
も
水
で
あ
り
ま

す
。
水
が
な
け
れ
ば
生
活
で
き
ま
せ
ん
。

む
か
し
は
、
ど
こ
の
水
も
清
く
澄
ん

で
い
ま
し
た
が
、
今
は
、
汚
染
さ
れ
て

大
へ
ん
不
清
潔
で
す
。
子
供
た
ち
の
た

め
に
も
、
気
軽
に
水
遊
び
が
で
き
る
よ

う
な
、
小
川
が
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
本
当
の
自
然
に
も
ど

る
よ
う
、
市
民
あ
げ
て
の
運
動
が
展
開
別

で
き
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
…
…
．
ｉ

一

恩

横
山
き
みさん

洗
濯
機
は
、

洗
う
の
と
し
ほ

木
内
美
惠
子

兵
ご
ノ
ハ

雨
水
を
池
に



繍
▲つめかけた見物客を前にパレードを開始

▲山車を先導に市民ばやし流しおどりも

第
皿
回
を
迎
え
た
〃
高
萩
市
民
ま
つ
り
〃
が
、
さ

る
７
月
蹄
日
と
蹄
日
の
２
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。

鰯
日
は
、
午
後
６
時
鋤
分
鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド
の
あ

と
、
午
後
７
時
５
分
か
ら
駅
前
通
り
で
〃
市
民
ば
や

し
〃
流
し
踊
り
が
開
始
さ
れ
、
２
，
１
０
０
人
が
流

し
踊
り
に
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

流
し
踊
り
に
は
、
近
隣
の
北
茨
城
市
、
十
王
町
、
日

立
市
な
ど
か
ら
も
見
物
客
が
つ
め
か
け
、
１
万
６
，

０
０
０
人
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

日
立
市
に
滞
在
し
て
い
る
外
国
人
４
人
も
飛
び
入

り
参
加
。
み
よ
う
み
ま
ね
の
手
ぶ
り
で
、
流
し
踊
り

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

妬
日
は
、
各
町
内
の
羽
地
区
で
子
供
ミ
コ
シ
肥
基

や
、
山
車
、
大
人
の
ミ
コ
シ
も
出
て
、
夏
の
ま
つ
り

に
ふ
さ
わ
し
い
光
景
が
各
地
で
み
ら
れ
ま
し
た
。

（
》 真

夏
の
夜
に

連
帯
の
輪
・
輪
●
●
●

▲ちびっ子もまつりに参加して

し
ま
つ
り
に
は
な
を
そ
え
・
た
子
供
ミ
コ
シ

し
つ

か
れ
た
’
ひ
と
や
す
み

（
）

雑
誌
、
衣
類
、
ポ
ロ
き
れ
、
家
庭

用
電
気
製
品
、
自
転
車
、
ピ
ン
類

空
カ
ン
類
な
ど

こ
の
よ
う
な
資
源
ゴ
ミ
は
、
い
ま
ま

で
、
燃
え
る
ゴ
ミ
や
燃
え
な
い
ゴ
ミ
と

、
＄
、
、
Ｄ
Ｉ
Ｕ

し
て
収
集
し
て
い
た
も
の
で
す
力
ｊ

月
か
ら
資
源
の
再
利
用
と
、
ゴ
ミ
の
減

量
化
の
た
め
、
お
手
数
で
も
各
家
庭
で
は
、

か
な
ら
ず
分
け
て
、
定
め
ら
れ
た
日
に

出
し
て
く
だ
さ
い
・

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

高
萩
市
・
十
王
町
事
務
組
合
で
は
、

九
月
か
ら
〃
資
源
ゴ
ミ
“
の
回
収
を

始
め
ま
す
の
で
、
ゴ
ミ
は
次
の
三
つ
に

分
け
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
資
源
ゴ
ミ

②
燃
え
る
。
コ
ミ

③
燃
え
な
い
ゴ
ミ

資
源
ゴ
ミ
の
収
集
日
は
、
毎
月
一
回

で
、
収
集
日
割
表
は
み
な
さ
ん
の
家
庭

に
後
日
配
布
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。○
資
源
ゴ
ミ
と
は

新
聞
紙
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
古
本
、

9月から月1回

資源ゴミも
回収します

(4)
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第9回高萩市長杯争奪軟式野球大会組み合せシノレグ、－クラブ員を

二鐸禾l｣用ください

お年寄I）の生き力ざい活動として向萩市シルノミ

ークラフ験か結成きれました。

クラブ寧員は、次のノノーカぎたで･学級一鵡座なと．の

学門活卿jや社会数f『 ・社会渦‘,ji祉禰卿』なとゞの指導

をｲI |当します。

希望ざれる団体の〃は、市織1f委員会社会数

育課（盃③1131 ）か、直接本人にお申し込

みください｡
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？?ｨ,_重職“

通に芽剴。
，リロ署 6A@|

13A②－
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三

二

三

三

二
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ク
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6G④ スカイラー
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方

手
萩
岬
榊
椎
挫
一
一
州
》
Ｌ

オウ
商
日
高
駒
比
．
電
赤
パ

歴

堅

係

」
③
竺
遮
一

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
胆
ｌ
』
④

｜
班

県の消費者行政推進協力員に

大森さんと宇佐美さん

駅
設
垂’

このほと÷県から7}'jff者行政推進|助力貝に大森

真休子ざんと宇佐美ふみ子ざん力苛委'嘱吾れまし

た。

協力貝の仕事は、一般消費者からの消費生満

に関する苦情相言炎なと．のあっせん調査、および

消‘餅者啓発への協力や消費生活に|異Iする意見・

要望・情搾などの提出が主なイ' 二 ,}‘i となっていま
÷

9．

○リ,L消費者ｲ丁政碓進|捌力員

大森真佐子さん

下手綱1506 （趣②3958）

宇佐美ふみ子ぎん

安良川272 （'砥③4556）

一
》

○

会
ズ
業
ブ
ズ

9
○NK′、ンマー三

三

二

三

三

三

開会式 8月30日午|油8時市営野｣水嶋

○球場A－l l丁営野球場B～高浜A巫助ﾉ上〈場C～,'‘,Jj浜B連動広場

D～大』L､苑野球場E～KDDl1i"球場F～高萩]三高グランド

G～高萩中ク．ランド H～秋山! ' 】ク．ランド予備球場＝新日鍛W球場

※○印はシードチームで、 9/6A①は、 9河6日、市営卿．｣求場第1試合という二

市
役
所
の
敷
地
内
に
第
三
庁
舎
の
建

設
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
庁
舎
は
、
鉄
骨
造
り
の
二
階
建

て
で
、
総
床
伽
秋
は
、
七
八
一
・
七
四

平
方
メ
ー
ト
ル
で
す
。

庁
舎
が
完
成
し
ま
す
と
、
現
在
三
階

西
側
の
建
設
部
、
経
済
部
と
東
側
の
農

業
委
員
会
、
二
階
の
住
宅
公
社
、
そ
し

て
教
育
委
貝
会
が
配
置
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

第
三
庁
舎
へ
の
移
転
や
配
置
状
況
に
つ

い
て
は
、
週
糀
や
次
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。 第

三
庁
舎
が

一
》
一
一
》
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
》
一
一
一
一
一
一
》
》
》
一
一
一
一
一
一
一
一
》
》
冊
一
一
斗
一
一

。

ま
も
な
く
完
成

¥¥再 …衿

(5)
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《
家
業
を
手
伝
う
か
た
わ
ら
、
ス

ー

蝿
ポ
ー
ッ
少
年
団
野
球
島
名
上
チ 壱
一

「
教
育
者
と
ち
か
っ
て
子
供

の
め
ん
ど
う
が
大
変
で
す
よ
。

四
年
か
ら
六
年
生
ま
で
で
す
か

ら
指
導
も
む
ず
か
し
い
で
す
ね
。
謡》

ど
う
し
て
も
六
年
生
が
中
心
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
．
…
・
彦
と
語

一

る
根
本
茂
司
（
二
十
三
戒
）
さ

ん
Ｉ
島
名
・

根
本
さ
ん
は
、
現
在
市
内
の

社
会
人
野
球
チ
ー
ム
に
所
属
し
＝…

ｌ
ム
の
監
督
を
し
て
い
る
。
ま

た
、
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
幹

事
も
し
て
い
る
。

I随
Np

僻 山本安英「夕鶴」公演

9月20日 （日）午後3時

･入場料＝Al婚2，500円 B席1，500円

・主な出演者＝山本安英、茂山千之垂、

村田吉次郎ほか

4』

の指導者

ﾉ

〃し

誉

北
関
東
大
会
｛

毒
綴

蝋1

w…
山nr

伽

司埼画 ､＝…

弟
六
回
県
少
年
学
童
蝋
式
野
球
大
会

雑
輔
三
Ⅲ
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
野
球

交
流
大
会
県
大
会
で
、
島
名
上
萩
ケ
丘

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
チ
ー
ム
が
四
位
と
な

り
、
九
月
六
日
、
埼
玉
県
大
宮
市
で
の

鞘
五
Ｍ
北
関
東
少
年
学
童
部
大
会
に
出

場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

1

島
名
萩
ケ
丘
チ
ー
ム〆

》 前売発売中

プレイガイド＝田所書店・仲屋書店・

タクト楽器(磯原駅前） ・よしのや（川

尻馬尺前） ・文化会館

お問い合せ ，高萩市文化会館

02932 （3） 741 1

（
）

松
岡
小
で
子
供
球
技
会

さ
る
七
月
十
二
日
、
松
岡
小
学
校
校

庭
で
、
市
子
連
球
技
大
会
の
予
選
会
が

行
わ
れ
男
、
女
七
チ
ー
ム
が
参
加
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ポ
ー
ト
ボ
ー
ル
の

代
表
を
か
け
、
熱
戦
を
繰
り
ひ
ろ
げ
ま

し
た
。
七
子
供
会
の
父
兄
も
応
援
に
参

加
。
好
ゲ
ー
ム
に
声
援
を
送
っ
て
い
ま

－
）
弁
」
。

認
尊

鴬 :鍵識蕊鶏識錨識“

回中央公民館

市民大学1悲!聰

○9月5 1 1 （I:)午後1 ： 30から3 ： 30

○テーマ’ファッションと流ｲﾃ

○誌 Hilj 茨大安達喜美子氏

市民大学i赫座

○9月19 1 1吐)午後1 ： 30から3 ： 30

○テーマ堀$土史

○誌 ｝'11 |j 勝田工鷺松四郎氏

中央家庭数育学級

○9月12 1 1 （'畠)午後2 ： 00から4 ：00

○学習の｢ﾉ､l春望ましい帆了関係に

‐つL，て

○誰 I111j 会噸ﾉ｣、 小斉宗夫氏

この1拙座一学級は、 どなたでも受

講できますのでお気桂にご参加くだ

さい。

回書道展'遮会

○と き ： 8月28口から30日

○ところ:市文化会館

○主樅：高萩市壽道述'蝿

囹美協絵皿i腱

○と き ： 8月19日から24日

○ところ： イトーヨーカド－

○主樅：高祇市美術協会

イ
シ
モ
チ
釣
り
大
会

市
毛
さ
ん
が
優
勝

さ
る
、
七
月
十
八
日
高
萩
海
岸
で
イ

シ
モ
チ
釣
大
会
が
行
わ
れ
、
一
般
、
子

供
な
ど
六
十
九
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
一
般
①
市
毛
恒
雄
②
野
内
正
行

③
高
肝
陥
○
子
供
①
祁
知
英
明
②

鈴
木
聡
③
村
田
和
弘

識

磯
（
Ｆ
）

溌
蕊

監蕊

ス
コ
ー
ト
で
開
か
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
三
十
六
組
の
計
六
十

二
名
で
男
女
に
分
け
熱
戦
が
繰
り
ひ
ろ

げ
ら
れ
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
男
子
一
部
①
大
平
・
杉
浦
②
山

出
・
鈴
木
③
木
旧
・
今
川
○
男

子
二
部
①
大
沌
・
羽
田
②
寺
沢
・

東
海
林
③
熊
谷
・
渡
辺
○
女
子
一

部
①
水
上
・
渡
辺
②
白
炸
・
飛
田

③
高
田
・
桶
川
○
女
子
二
部
①
高

怖
・
熊
谷
②
早
川
・
黒
沢
③
木
原
．

佐
藤
、
浦
・
鈴
木
○
男
子
壮
年
の
部

①
大
久
保
・
丹
②
鈴
木
・
小
原
③

緑
川
・
山
浦

男
子
一
部
は

大
平
。
杉
浦
組
が
優
勝

第
１
回
軟
式
庭
球
等
級
別
大
会

第
一
回
の
枇
式
庭
球
男
女
等
級
別
大

会
が
、
さ
る
六
月
二
十
一
Ⅱ
高
浜
テ
ニ

I’

饒
蝿

(6)



緬寒一命･アッア蝿"癖………‘
「
去
年
の
七
月
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
主
催
の
キ
ャ
ン
プ
に
友
人
に
誘
わ
れ

て
参
加
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
ホ
ー

ム
を
利
用
し
は
じ
め
ま
し
た
。
広
く
多

く
の
人
た
ち
と
つ
き
あ
え
る
喜
び
を
知

っ
て
、
本
当
に
よ
か
っ
た
」
と
し
み
じ

み
語
る
小
峰
正
子
（
蛇
才
）
さ
ん
は
、

若
さ
い
っ
ぱ
い
の
現
代
っ
こ
で
あ
る
。

蕊
鍵
鍵
》
霧
溌
鶏
溌
霧
議
篝

…湘柵剛 , … 掌,素『"鐸鍛唾屡榧…

「
五
十
一
年
に
西
ド
イ
ツ
へ

日
独
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
と

し
て
派
遣
さ
れ
た
ん
で
す
が
、

当
時
は
、
ス
ポ

ツ
少
年
団
も

少
な
か
っ
た
か
ら
不
安
で
し
た
。

で
も
い
い
経
験
に
な
り
ま
し

た
。
チ

ム
を
結
成
し
た
の
も

こ
れ
が
き
っ
か
け
で
す
ね
Ｆ
と

い
一
。現
在
チ
ー
ム
は
、
二
十
六
名

で
、
毎
週
火
、
水
、
土
曜
の
午

後
Ⅲ
時
か
ら
練
習
を
し
て
い
る
。

土
浦
市
で
行
わ
れ
た
県
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
野
球
大
会
に
は
、

萩
ケ
丘
チ
ー
ム
と
選
抜
チ
ー
ム

を
組
み
出
場
。
萩
ケ
丘
の
大
森

達
さ
ん
や
阿
部
郁
雄
さ
ん
ら
の

協
力
も
あ
り
、
県
内
四
位
と
な

る
。
今
日
も
九
月
六
日
の
北
関
東

大
会
を
め
ざ
し
練
習
し
て
い
る
ｆ

型
鍬
蕊
蕊
薑
臺
看
曽
翠
關
癖
墹
＃
賎
瞥
皇
薑
琴
篝
薑
藝
鬘
蒐
慾
瀞
㈱

りじ苗ルポ↓
まず、、と／、しノ毛も

詫
吸

錘

雷雲塞誕鎮愚瀞郷剛岬榊榊一炉 竺竺毎些巽塁鍵蝿篭埋唾鰯“鷺人
生
を
楽
し
く

友
情
を
大
切
に
し
た
い

"~罰"岫紬緬桧 …型
……

正
子
さ
ん
は
、
今
、
料
理
に
熱
中
し
と
を
誇
り
に

て
い
る
．
料
理
の
好
き
な
仲
間
と
、
料
思
う
」
と

理
研
究
岡
好
会
を
結
成
し
、
普
通
つ
く
Ⅱ
を
光
り
岬

れ
な
い
も
の
、
ま
た
、
変
化
に
と
ん
だ
や
か
せ
て
い

も
の
を
お
互
い
に
、
研
究
し
合
い
、
楽
た
・
「
こ
れ
か

し
く
取
り
込
ん
で
い
る
“
ホ
ー
ム
の
テ
ら
も
、
ホ
ー

ニ
ス
ク
ラ
ブ
に
も
所
属
し
、
ス
ポ
ー
ツ
ム
で
知
り
合

好
き
で
も
あ
る
。
に
し
、
長
い

こ
の
自
然
に
恵
ま
れ
た
高
萩
に
育
き
た
い
」
と

ち
、
今
、
こ
の
高
萩
に
す
ん
で
い
る
こ
収
材
当
日

取
材
当
日

さ
る
七
月
十
二
Ｈ
市
文
化
会
館
で
、

国
際
障
害
者
年
記
念
福
祉
大
会
か
開
か

凸串晶｡

国
際
障
害
者
年
の

記
念
福
祉
大

聯聯灘
錨
鰹
総
識
鱗

灘
錨
鰹
総
識
鱗

…
§

爵
患轌

予
霧
玲

粥灘

》
一

霧
…

琴

、
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
竹
わ
れ
、
沿
荷
の
熱

気
で
む
ん
む
ん
し
て
い
た
。
す
が
す
が

し
い
真
夏
の
午
後
６
時
で
あ
っ
た
。

…

れ
ま
し
た
。

式
典
に
先
き
た
ち
驍
巾
場
で
、
記
念

植
樹
が
行
わ
れ
〃
ま
て
ば
椎
〃
の
木
三

本
が
杣
戦
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
関
係
者
な
ど
八
○
○
人

が
参
加
。
大
会
を
盛
り
あ
げ
ま
し
た
。

式
典
の
あ
と
、
拙
祉
の
心
と
町
づ
く
り

と
題
し
た
矢
代
英
太
さ
ん
の
記
念
識
演

が
あ
り
熱
心
に
聞
き
い
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
舞
踊
、
民
謡
、
子
供
ば
や

し
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

国
際
障
害
者
年
に
ふ
さ
わ
し
い
大
会
で

し
た
。ま
た
、
会
場
入
り
口
の
ホ
ワ
イ
エ
で

は
、
会
員
が
叶
梢
こ
め
て
作
り
あ
げ
た

絵
や
竹
工
芸
、
シ
イ
タ
ケ
、
陶
器
な
ど

が
展
示
さ
れ
、
即
売
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も

行
わ
れ
好
評
で
し
た
。

に
川
人
が
参
加

っ
た
人
と
の
友
枯
を
大
切

人
生
を
楽
し
く
送
っ
て
い

話
す
。

野…淵叩岬…岬………県ji NJ“A A Ⅳ ｛妹鱸…蝉雌 自 Yｳ片 WA 冊抑 州 &翫輔 F主叩 J L1 M 邨珊 岬…狸『 ﾘ

夏
を
迎
え
、
食
中
毒
が
発
生
し
や
す

い
時
期
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

八
月
二
十
日
ま
て
は
食
中
患
予
防
側

間
で
す
。
と
く
に
食
中
毒
は
、
家
庭
が

原
因
と
な
っ
た
食
中
毒
も
多
発
し
て
い

ま
す
の
で
、
次
の
点
に
注
意
し
、
み
ん

な
で
食
中
毒
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

○
台
所
は
い
つ
も
整
埋
蕪
と
ん
し
、

清
潔
に
す
る
こ
と
。

○
化
の
う
し
て
い
る
手
で
食
品
に
触

松
丘
高
校
生
が
海
岸
清
掃

県
立
松
丘
高
校
で
、
さ
る
七
月
九
日

全
校
生
徒
に
よ
る
海
岸
清
掃
を
行
い
ま

し
た
。
有
川
川
か
ら
高
戸
に
至
る
海
岸

、
■

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
桁
神
と
郷

土
愛
の
向
上
を
ね
ら
い
と
し
て
、
空
き

カ
ン
や
紙
く
ず
な
ど
を
拾
い
集
め
、
す

が
す
が
し
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

〃
食
中
毒
″
に
ご
注
意

ー

鞭

東
小
で
砂
の
造
形
遊
び

有
川
海
岸
で
、
東
小
学
校
児
童
（
約

一
、
○
○
○
名
）
に
よ
る
砂
の
造
形
遊
び
が

開
か
れ
ま
し
た
。
松
丘
高
校
全
生
徒
に

よ
る
海
岸
清
掃
を
行
っ
た
翌
々
日
（
七

月
十
一
日
）
、
き
れ
い
な
海
岸
を
利
叩

し
て
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
、
い

ろ
い
ろ
な
も
の
を
つ
く
り
ま
し
た
。

れ
な
い
こ
と
・

○
魚
を
調
理
し
た
ま
な
板
は
、
す
ぐ

水
洗
い
し
、
ま
た
は
梢
赤
す
る
こ

、
睦
〆
’
０

○
食
品
は
す
ば
や
く
調
理
し
、
調
理

後
は
す
ぐ
食
べ
る
こ
と
。

○
食
胤
は
冷
厳
（
５
度
Ｃ
以
下
）
し
、

冷
蔵
庫
の
開
閉
は
必
要
最
少
限
に

す
る
こ
と
。

○
食
品
を
加
熱
す
る
と
き
は
、
じ
ゅ

う
ぶ
ん
に
加
熱
す
る
こ
と
。

○
食
品
の
生
食
は
な
る
《
へ
く
避
け
る

一
一
‐
〆
一
○

(7）



*

み
な
さ
ん
が
病
気
で
入
院
し
た
り
、
ら
翌
月
の
十
五
日
ま
て
月
を
ま
た
力
ぞ

あ
る
い
は
一
般
の
医
院
に
通
院
し
た
り
て
入
院
し
た
と
き
は
、
は
じ
め
の
月
の

し
た
と
き
に
一
部
負
仙
金
を
支
払
う
こ
－
部
負
仙
金
か
二
万
円
次
の
月
か
二
万

号
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
｜
尻
一
部
負
扣
円
計
四
万
円
を
自
己
負
扣
し
た
と
き
は

７藷
金
が
一
ヶ
月
間
に
三
万
九
千
円
を
超
え
一
日
か
ら
月
末
ま
で
の
計
算
で
す
か
ら
、

ぎ
た
分
は
ゞ
高
額
療
養
費
と
し
て
国
保
か
は
じ
め
の
月
も
次
の
月
も
高
額
療
養
費

は
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
同
じ
月

力た
た
と
え
ば
、
あ
る
病
院
に
入
院
し
て
内
に
退
院
し
、
ま
た
そ
こ
へ
再
入
院
し

胤畔
そ
の
月
の
一
部
負
担
金
が
十
一
一
万
円
だ
て
合
わ
せ
て
月
三
万
九
千
円
を
こ
え
た

－日
っ
た
と
す
る
と
、
三
万
九
千
円
を
差
し
州
と
き
は
こ
え
た
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

５月
い
た
八
万
一
千
円
が
国
保
か
ら
み
な
さ
②
病
院
・
医
院
一
一
と
に
計
算

羽
ん
め
申
請
に
よ
っ
て
支
給
さ
れ
る
こ
と
一
ヶ
月
の
間
に
Ａ
の
病
院
と
、
Ｂ
の
医

耳弱
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
高
棚
療
養
費
の
院
に
か
か
っ
た
と
き
両
方
に
自
己
負
扣

Ⅲ部
支
給
基
準
は
次
の
と
お
り
で
す
。
金
を
合
算
す
る
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。
つ

Ⅱ

⑩
そ
の
月
の
初
め
の
日
か
ら
末
日
ま
で
ま
り
Ａ
病
院
に
三
一
万
円
、
Ｂ
医
院
に
二
一

の
診
療
分
を
一
ヶ
月
と
し
て
計
算
さ
れ
万
円
支
払
う
と
計
六
万
円
に
な
り
三
万

糸
ま
す
。
た
と
え
は
あ
る
月
の
十
五
日
か
九
千
円
を
こ
え
る
わ
け
で
す
が
、
あ
く

丁
Ｖ
９
Ｆ
Ｙ
凸
吾
い
八
卦
ｖ
凸
弄
ｖ
ハ
芳
哨
９
芦
ｖ
凸
多
忙
叩
か
い
八
ざ
い
八
卦
い
ｈ
多
い
１
分
Ｖ
Ｊ
ご
ｒ
ｒ
則
が
ｒ
４
ｆ
ｖ
凸
器
い
醐
得
ｖ
凸
が
い
刈
多
ｖ
ハ
多
岬
当
仔
Ｖ
４
多
咋
ハ
ザ
い
入
弁
い
も
多
ｖ
ｎ
が
ｖ
ｈ
斧
陥
軸
斧
Ｊ
Ｔ
凸
寺
ｊ
ｖ
凸
芋
ｔ
弧
引

f～令一一一一喝～令｡～~苧R
＜ ？

あ
な
た
の
医
療
は

ど
の
く
ら
い
か
ご
存
じ
で
す
か
？

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
紹
介

障
害
者
と
と
も
に
⑥
一

一電～

国際|章害者年のシンボ

ルマークで平等な立場て

相互の連帯と支持を誓い、

手を結ぶ2人の人間を象

徴しています｡

E
1

＄
=言､参

口下のマークは、手足の

不自由な人が利川しやす

い建物･施設であること

を示すシンボルマークで、

国際|章害者リハビリテー

ション協会によってきめ

られたものです㈲

’ 一

蒙塵の‐
可

手話窓口
（
）

上のマークは、手

話のできる人がいて、

耳や口の不自由な人

たちか利用しやすい

窓口であることを示

すシンボルマークで
一半

その⑦

ま
で
も
一
つ
の
病
（
医
）
院
と
い
う
の
が

原
則
で
す
か
ら
、
こ
の
場
合
高
械
療
養

費
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
ゞ

一
般
の
医
院
と
歯
科
医
院
の
関
係
に

つ
い
て
も
同
様
の
扱
い
と
な
り
ま
す
。

⑧
総
合
病
院
の
各
診
療
科
は
そ
れ
ぞ
れ

一
つ
の
医
療
機
関
と
し
て
取
扱
い
ま
す
“

外
科
は
外
科
、
内
科
は
内
科
で
あ
り
、

両
方
を
合
算
す
る
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。

一
つ
の
医
療
機
関
に
か
か
っ
た
と
き

で
も
入
院
と
通
院
は
別
に
扱
い
合
算
し

ま
せ
ん
。
た
だ
し
総
合
病
院
に
入
院
中

の
患
者
が
他
の
科
の
診
療
を
受
け
た
と

き
は
合
算
さ
れ
ま
す
。

そ
の
他
特
別
室
料
や
、
保
険
の
き
か
な

い
沽
療
を
行
な
っ
た
と
き
は
、
そ
の
費
用

は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

病
気
は
重
く
な
ら
な
い
う
ち
に
早
め

に
治
療
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

雲
り
韮
ズ
国
保

ｐ
口
ヨ
″
知
Ｊ
鄙
■
今
・
・
寺
■
鄙
■
■
Ｐ
■
ず
Ｆ
▲
Ｐ
■
二
Ｆ
鄙

い
も
蕨
酬
斜
い
洲
が
Ｙ
り
繭
内
謄
肌
子
ｒ
判
＃
入
拶
熔
訓
β
ｒ
動

一

右のマークは、勇気・

希望・愛．やさしさをシ

を醗蟻｜
たち。あなたもこの輪に

i川わりませんか－．

Ｌ

ロ

・

二

・

一

二

口

三

』

“

『

一

△

・

二

一

一

“

一

二

口

幸

コ

ニ

一

▽

二

二

二

一

『

』

・

二

口

一

二

・

一

二

・

・

▽

州
む
か
し
と
て
も
美
し
い
所
で
ゞ
だ
れ
も

州
い
ま
の
よ
う
に
紙
く
ず
や
、
カ
ン
な
ど

柳
を
捨
て
て
は
い
か
な
か
っ
た
そ
う
だ
。

州
そ
れ
に
、
山
に
あ
る
モ
ク
タ
ン
ソ
ウ

》
や
、
ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ
、
ジ
ジ
ー
ハ
ー
ハ
（
シ

州
ユ
ン
ラ
ン
）
な
ど
の
柿
物
を
根
こ
そ
ぎ

州
採
っ
て
い
っ
て
し
ま
、
７
の
で
、
だ
ん
だ

制
ん
、
姿
を
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
き
て
残

州
念
な
こ
と
だ
。

I

⑬自
然
は
宝
庫

蕊
一
》

松
岡
小
六
年
飯
島
智
美

わ
た
し
が
、
春
、
山
春
や
杖
に
は
、
多
く
の
人
た
ち
が
、
岬

へ
さ
ん
さ
い
を
採
り
に
山
へ
出
か
け
て
来
る
。
わ
た
し
の
住
ん
帆

付
く
と
、
い
つ
も
目
に
で
い
る
所
は
、
自
然
に
満
ち
て
い
て
、
恥

つ
く
の
は
ゴ
ミ
の
山
だ
。
春
に
は
、
山
桜
が
多
く
見
ら
れ
、
桜
の
州

こ
の
ゴ
ミ
は
、
わ
た
し
花
び
ら
が
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
飛
ん
州

た
ち
人
間
が
、
家
へ
も
で
き
て
、
と
て
‐
も
き
れ
い
だ
。
ま
た
、
岬

ち
帰
る
の
が
め
ん
ど
う
秋
は
秋
で
、
山
一
面
が
、
赤
や
黄
の
き
州

く
さ
く
て
、
総
て
て
し
れ
い
な
色
に
変
り
、
冬
は
、
雪
で
Ⅲ
り
州

ま
う
も
の
な
の
だ
ろ
う
。
一
面
銀
世
界
に
な
り
、
ず
っ
と
、
見
て
Ｍ

わ
た
し
の
知
っ
て
い
い
て
も
あ
き
な
い
ほ
ど
だ
。

る
大
平
山
と
い
う
所
は
、
何
か
、
す
ば
ら
し
い
絵
を
見
て
い
る
仰

美
し
い
所
で
、
だ
れ
も
よ
う
に
思
え
る
。

紙
く
ず
や
、
カ
ン
な
ど
自
然
は
、
人
間
の
お
ろ
か
な
心
を
し
州

か
な
か
っ
た
そ
う
だ
。
ず
め
て
く
れ
、
ま
た
、
や
さ
し
い
心
を
州

育
て
て
く
れ
る
。

宝
庫

こ
う
い
う
自
然
を
破
か
い
す
る
と
い
Ｍ

に
あ
る
モ
ク
タ
ン
ソ
ウ
う
こ
と
は
、
人
間
が
、
生
き
て
い
く
た
州

ヨ
ウ
コ
、
ジ
ジ
ゞ
ハ
ー
父
シ
め
の
資
洲
の
宝
庫
を
な
く
す
と
い
う
の
“

ど
の
柿
物
を
根
こ
そ
ぎ
と
同
じ
こ
と
な
の
だ
。

し
ま
う
の
で
、
だ
ん
だ
わ
た
し
は
、
こ
ん
な
美
し
い
自
然
を
叩

れ
な
く
な
っ
て
き
て
残
破
か
い
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
”

（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）
幟

自
然
か
ら
学■

芽

邑

監

泓

五

テ

函

豈

可

五

Ｆ

垂

■

■

ぎ

ｒ

ｐ

三

■

口

言

写

三

■

皇

五

二

冒

口

且

Ｆ

口

亘

工

里

迂

口

毫

■

且

言

王

垂

日

呈

。

、●

､〆う翼

、車

二

ワ

三

三

二

・

三

ｚ

・

二

・

二

三

Ｆ

サラシナショウマ
（俗名モクタンソウ）
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つ
き
四
二
○
万
円
を
評
価
額
か
ら
控
除

七
月
一
日
か
ら

し
ま
す
。

不
動
産
取
得
税
の
鵬
糀
縣
噸
伽
総
に
是
緬

税
率
で
は

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
一
画
Ｑ
諭
雪
二
一
政
眼
前
》
か
”

一
○
○
分
の
Ⅲ
（
改
正
後
）
に

今
年
の
七
月
一
日
か
ら
不
動
産
取
得
し
た
と
き
に
、
そ
の
取
得
し
た
方
に
課
引
き
上
げ
ら
れ
、
昭
和
五
十
六
年
七

税
の
一
部
が
改
正
に
な
り
ま
し
た
。
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。
月
一
日
以
後
の
不
動
産
の
取
得
か
ら
通

，
夕
、
Ｊ
１
Ｊ
Ｌ
Ｌ
，
〃

１
貼
ご

‐
１
４
１
１
Ｊ
凸
１

，
ム
ー
、
，
毎

１
〃
・
功
ｊ
Ｌ

Ｉ
ｒ
ｈ
ｉ
ｆ
、

１
，
，
１
貼
Ｊ
ｈ
１
Ｊ
０
少

こ
の
改
正
に
よ
っ
て
、
住
宅
や
住
宅
》
》
用
さ
れ
ま
す
。

一
改
正
さ
れ
た
主
な
も
の
一
例
外
と
し
て
次
の
場
合
は
、
一
○
○

用
土
地
を
取
得
し
た
方
は
、
取
得
の
日
一

か
ら
六
十
日
以
内
に
申
告
し
ま
せ
ん
と
新
築
住
宅
な
ど
の
控
除
額
や
税
率
が
分
の
三
で
す
。

住
宅
控
除
な
ど
の
特
典
が
受
け
ら
れ
ま
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
①
住
宅
の
取
得
に
つ
い
て
は
、
昭
和

せ
ん
。
控
除
額
で
は
、
六
十
一
年
六
月
三
十
日
ま
で
取
得
し

年

６１

１

ｊ
ｈ
ｌ

。ｂ

１

，

０

１

。ｂ

１
，
ｑ
ｌ
’
ｑ
１
，
、

１
Ｊ
、

１

ｊ

０

ｉ

Ｊ

０

１

，

、

ｌ

、
ｂ

。

’
’
４
‐
少

三
五
○
万
円
（
改
正
前
）
か
ら
た
と
き

一
不
動
産
取
得
税
と
は

四
二
○
万
円
（
改
正
後
）
に
②
住
宅
以
外
の
家
屋
に
つ
い
て
は
、

土
地
や
家
屋
を
売
買
・
交
換
・
払
い
こ
の
控
除
額
は
、
昭
和
五
十
六
年
七
昭
和
五
十
五
年
十
二
月
三
十
一
日
ま

下
げ
な
ど
に
よ
り
取
得
し
た
と
き
や
、
月
一
日
以
後
の
住
宅
の
建
築
（
建
売
住
で
に
新
築
工
事
に
着
手
し
、
昭
和
五

家
屋
を
建
築
（
新
築
・
蛸
築
・
改
築
）
宅
の
眺
入
を
含
む
）
に
つ
い
て
一
戸
に
十
七
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
て
に
収

三

三

三

一
一

三
一
三

三

一
三
三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

二

三

三

三

一
三
三

三

三

三

三

三

三

二

三

三

三

一

三

三

三

一
三

三

三

三

三

三

三

三

一
三

一
三

三

三

三

三

三

一
三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

三

史
帳
ゞ
藍
薊
僅
一
八
絢
皇
人
懲
聴
捧
繼
一
乢
鍵
‐

去

、

木
Ⅲ
萱
手
一
人
、
木
挽
二
人
冶
三
人
、
紺
屋
二
人

りみ
、
く
過
ｊ

杢
醒
岼
琴
寺
永
田
豊
川
大
工
一
人
、
萱
手
一
人
、
殿
こ
れ
ら
の
職
人
の
多
く
は
、
中
世
か
川

命
４
、
ら
の
流
れ
を
く
ん
で
い
た
川

法
田
志

■
■
■
■
■
■
■
ｈ

の

ら
の
流
れ
を
く
ん
で
い
た
川

上
桜
井
木
挽
一
人
ま
た
、
桶
屋
は
安
良
川
川

松
井
紺
屋
一
人
冶
二
人
、
桶
屋
一
人
三
人
、
高
萩
三
人
、
日
棚
六
人
、
小
野
川

粟
野
大
工
一
人
、
木
挽
一
人
、
桶
石
岡
紺
屋
一
人
、
大
工
二
人
、
木
矢
指
五
人
と
い
う
よ
う
に
、
岩
城
相
馬
川

屋
二
人
挽
四
人
海
道
沿
い
の
村
に
多
い
の
も
注
意
さ
れ
‐

大
塚
大
工
二
人
、
木
挽
二
人
、
萱
臼
場
大
工
二
人
る
。

日
棚
大
工
一
人
、
木
挽
一
人
、
鍛

冶
一
人
、
桶
屋
六
人

小
野
矢
指
桶
屋
五
人

脚’
㈹9

赤浜妙法寺過去帳

（五十八）

志田諄－

）
一

「~七十一番歌合」
みえる木こり

に

と
思
わ
れ
る
。
高
戸
に
柵
‐

屋
が
十
三
人
も
い
る
の
は
Ⅲ

興
味
深
い
。
こ
の
地
に
は
港
川

が
あ
っ
た
の
で
、
船
内
で
川

使
用
す
る
柵
が
大
量
に
作
川

ら
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
川

得
し
た
と
き

不
動
産
取
得
税
の

特
典
の
あ
ら
ま
し
↑

こ
の
よ
う
な
特
典
を
受
け
る
た
め
に

は
、
取
得
の
日
か
ら
六
十
日
以
内
の
申

告
が
必
要
で
す
。

○
新
築
住
宅
な
ど
に
対
し
て
の
住
宅
控

除
は
、
次
の
よ
う
な
適
用
要
件
が
必
要

で
す
。⑪
住
宅
の
建
築
に
よ
る
取
得

㈹
床
面
積
が
一
六
五
平
方
メ
ー
ト

ル
以
下
で
あ
る
こ
と
。

㈲
価
格
が
一
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た

り
八
万
七
千
円
以
下
で
あ
る
こ

‐
シ
」
Ｏ
価
格
か
ら
四
二
○
万
円
（
税
額

に
し
て
一
二
万
六
千
円
相
当
）
控

除
さ
れ
ま
す
。

②
既
存
（
中
古
）
住
宅
の
取
得

㈹
床
面
積
が
四
○
平
方
メ
ー
ト
ル

以
上
、
か
つ
一
六
五
平
方
メ
ー

ト
ル
以
下
で
あ
る
こ
と
。

㈲
価
格
が
一
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た

り
七
万
七
千
円
以
下
で
あ
る
こ

、
〆
」
○
価
格
か
ら
そ
の
住
宅
が
新
築
さ

れ
た
年
に
応
じ
て
最
高
四
二
○
万

円
（
税
額
に
し
て
一
二
万
六
千
円

相
当
）
ま
で
推
除
さ
れ
ま
す
。

○
住
宅
用
土
地
に
対
し
て
不
動
産
取
得

税
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

住
宅
控
除
を
受
け
ら
れ
る
住
宅
用
土

地
を
取
得
し
た
場
合
で
、
次
の
①
か
ら

⑤
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
れ
ば
、

そ
の
土
地
の
不
動
産
取
得
税
が
減
額
さ

一

れ
ま
す
。

①
土
地
の
取
得
後
二
年
以
内
に
住
宅

を
新
築
し
た
と
き
。

②
土
地
の
取
得
前
一
年
以
内
に
住
宅

を
新
築
し
て
い
た
と
き
。

③
土
地
付
き
の
新
築
住
宅
を
取
得
し

た
と
き
。

④
土
地
の
取
得
後
一
年
以
内
に
既
存

住
宅
を
取
得
し
た
と
き
。

⑤
土
地
の
取
得
前
一
年
以
内
に
既
存

住
宅
を
取
得
し
て
い
た
と
き
。

以
上
の
住
宅
用
土
地
に
対
し
て
は
、

税
紙
で
四
万
五
千
円
（
特
別
の
計
算
を

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
）
が
減
額
さ
れ

ま
す
。「
不
動
産
取
得
申
告
書
」
の
用
紙
は
、

市
役
所
税
務
課
、
ま
た
は
高
萩
県
税
事

務
所
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
高
萩
県
税
事
務

所
直
税
第
二
係
（
電
話
口
三
一
六
八
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｕ
高
萩
夫
婦
で
ワ
イ
ン
会
一
九
、
○
○
九
円

〕
日
本
加
工
製
紙
労
働
組
合
青
婦
部

四
一
、
二
七
一
円

Ｕ
桜
井
利
右
ヱ
門
さ
ん
Ｉ
安
良
川

三
○
、
○
○
○
円

Ｕ
イ
ト

ョ
ー
ヵ
ド

労
働
組
合
高
萩

支
部

三
○
、
○
○
○
円

巳善
意
あ
り
が
と
う

I

劃
(9
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○
作
文
の
部
⑩
題
材
「
下
水
道
促
進
に
関
す
る
も

⑪
題
材
「
下
水
道
に
関
す
る
こ
と
」
ク
」７

②
応
募
資
格
小
・
中
学
生
の
み
②
応
募
資
格
一
般
の
方
が
対
象

⑧
字
数
小
学
生
は
一
六
○
○
字
以
③
応
募
方
法
官
製
は
か
き
に
一
人

内
、
中
学
生
は
二
○
○
○
字
以
内
二
点
ま
で
と
し
、
住
所
・
氏
塙

（
四
○
○
宇
詰
原
稿
用
紙
使
川
の
・
年
令
・
職
業
・
電
話
番
号
を

こ
と
）
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

○
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
の
部
○
締
め
切
り

⑪
題
材
「
下
水
道
に
関
す
る
も
の
」
９
月
４
日
（
金
）
当
日
消
印
有
効

②
応
募
資
格
小
・
中
学
生
め
み
○
送
り
先

③
規
格
四
ヅ
切
画
用
紙
を
標
準
と
高
萩
市
役
所
建
設
部
下
水
道
課

し
、
「
９
月
皿
日
全
国
下
水
道
促
（
電
話
③
１
２
１
１
１
内
線
２
６
５
）

進
デ
ー
」
と
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
へ
ど
う
ぞ
。

三

三

一

三

三

一
三
一
一
三
一

一
三
一
一

三

三

三

三

一

三

三

三

三

三

三

三

三
一
一
三
一
一
三

三

三

三

一

一

一

三

三

一

三
一
一

一
一
三

三

一一

三
一

三

三

一
一
一
二

三

三

一
一
三

三
一

三
一
一

三

Ⅲ

〃
下
水
道
〃
の

作
品
を
募
集

聯

薮
霞蕊

…“.懸吟c電韓蝕

諾
‘

蝦 ､§鎌浄〆一…霧識癖蕊癖報I， 、

高戸の小浜

松の茂った断崖の小道には､l｣｣百合やスカシ百合が咲き、

崖の上では釣師が糸を垂れていだ。浜|こは今も＝＝菫の小

舟が弓 き卜げられ、漁具を収納した洞窟もそのままだ。昔

は魚も獲れ、廻船業も盛んであった｡箱庭のような小浜は、

子供の'|合好の水泳場である。

絵と文伊藤龍馬
l l l l l l l l l lⅡ ' ' ' ' ' ' ' ' 1 l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l lⅡ| | l l l l l l l l l l l l l l l l l l I l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l l Ⅱ

※
作
文
・
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
の
作
品
に

は
か
な
ら
ず
学
校
名
。
学
年
・
氏
名
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

○
標
語
の
部

=〆へ

一○

帥
歳
以
上
の
方
と
同
居
し
て
お
り
、

お
年
寄
り
の
た
め
の
専
用
居
室
を
増
・

改
築
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
の
一
部

を
貸
し
付
け
し
、
お
年
寄
り
と
家
族
と

か
あ
た
た
か
な
家
族
関
係
を
維
持
す
る

た
め
の
制
度
と
し
て
、
老
人
居
室
整
備

資
金
貸
付
制
度
が
あ
り
ま
す
。

○
貸
付
の
対
象
と
な
る
方
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

①
市
内
に
居
住
し
、
糾
族
で
あ
る
お
年

福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
方
は
、
今

年
も
年
金
証
書
を
提
出
す
る
時
期
が
近

づ
き
ま
し
た
。

八
月
十
一
日
か
ら
支
払
わ
れ
る
八
月

期
分
の
福
祉
年
金
を
受
け
ま
し
た
ら
、

「
国
民
年
金
証
書
」
を
市
役
所
保
険
年

※
応
募
作
品
は
す
」
へ
て
県
庁
に
送
り
ま

す
の
で
、
作
品
は
返
し
ま
せ
ん
。

暑
唾
堅
創
Ｊ
押
朏
咄
墹
仲
川
叩
釉
孤
叩
鵬
柳
川
神
川
‐
向
曝
僻
ｆ

ｒ
い
か
融

斜
恥
甲
岬
Ⅷ
恥
貯
好
坤
Ｕ
淵
剛
》
Ｗ
Ｗ
ｔ
、
Ｉ
？

仁

Ｆ
町
孔
卿
岫
伽
叩
Ｗ
、
閥
峰
乢
恥

４
１
ｆ
ｂ

里

唾

１

附
川
八
Ｗ
川
叩
捌
乢
咄

い

垂

“

Ｌ

承

投

冊

咄

紬

墹

山

Ⅷ

軸

咄

岫

山

川

埋

均

珊

竹

凸罰

、

部

曲

ら蕊せお蕊しお
年
寄
り
の
居
室
に

資
金
を
貸
し
ま
す

8月の納税

l市県民税’
｜国民健康保険税，
（本算賦課）

納期 |恨 8月

2期）

2期）

31日

一

寄
り
の
専
用
居
室
を
必
要
と
し
、
自
力

で
整
備
を
行
う
こ
と
が
困
難
な
方

②
自
分
所
有
の
住
宅
、
ま
た
は
、
直
系

尊
卑
族
が
所
有
し
、
か
つ
、
お
年
寄
り

と
居
住
す
る
住
宅
で
あ
る
こ
と

○
貸
付
限
度
額
は
一
件
あ
た
り

１
２
１
万
円
（
予
定
）
貸
付
４
件

○
利
率
年
３
％

○
償
還
期
限
叩
年
以
内

ご
希
望
の
方
は
、
９
月
鋤
日
ま
で
に

附
祉
事
務
所
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
高
萩
市
福
祉
事
務
所

（
電
諦
③
２
１
１
１
内
線
２
８
３
）
へ

と
う
ぞ
。

北
部
衛
生
セ
ン
タ

ご
み
処
理
場
の

電
話
番
号
か
次
の
よ
う
に
変
り
ま
し
た

③
６
８
８
６
番

金
課
年
金
係
へ
提
出
し
て
、
こ
れ
か
ら
一

年
間
の
支
給
の
決
定
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
提
出
か
お
く
れ
ま
す
と
十
一

月
十
一
日
か
ら
の
支
払
い
に
問
に
あ
わ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

人口と世帯～

前月比

32．658 （＋47）

16，023 （＋18）

16 ，635 （＋29）

9 ， 584 （ 1 ）

(56年7月1日現在）

繩&幟膵…坪准都剛VW洲#…

iヨニ

電
話
が
変
わ
り
ま
し
た
一
一

I
、
Ｉ
ノ

壽
一

（

岨
男
女
跨１

翠昂

9月の日曜診療のお知らせ円両市公設卸売市場の買受人･買出人の募集‘ ,...‘､‘.‘. ‘‘,,‘‘..、Fトqd■h1..F1．.■P1. pIp 41pD

9月開設（青果｢1丁場）予定の日立市公設地ﾉj,卸売｢|丁場を利用
する方の募集をします一･
○買受人 --現に店舗、事業所･を有し、販売、加コニ業に従事
している者（スー／<－マ ケ､ソ I、含む）で卸売業者が行う売買

取引に一定の取引額ならびに取引R数で継続して参加できる者、
取扱品目の部類一青果部・水産部

○買出人 -----現に飲食店営業一旅館業および買受人以外"青果･
水産物小売業・加工業を行っており市場の1'11卸業者及び関連事
業者から}収売を受けようとする者
※応募の方法

公設地J,卸売市場で月1章したj折一定の申請書に記入のうえ提出

してくだざい。詳しいことは、 1 1立市公設地方卸売市場（電話

0294⑬2511）へお問い合わせ〈た．さい｡

IL| 士医院有明町 (2)2697

立花医院東本 II1I(2)3512

十王医院十王町友部 (O甲煕)ハ

６２

6 日

８
７

１

１
２
６
１
３

５
粥
２
３
１

３
羽
３
２
２

別
０

、
列
副

ｉ

ｆ

ｆ
ｉ

1 3日

20日
宍戸医院|安良川

内＆ ’向陰 人 ﾛ町火 ﾛ 町 |卿'｣ﾖア27日

時間は午前9時から午後4時まで

（10
〆


